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研究成果の概要（英文）：We conducted focus group discussions and interviews with adult heterosexual 
and non-heterosexual daughters, and mothers of such daughters in Hong Kong and Japan to explore how 
familial intimacy is practiced, and if gendered heterosexual norms are reproduced or challenged. 
Motherhood/wifehood is not revealed to be a basis of mother-daughter identification or intimacy;
lesbian-identification, if accepted, could enhance intimacy. However, there are clear signs of the 
enforcement of heteronormativity. While the mother might be proud of the daughter's achievements, 
they do not offset her gender/sexual transgressions. Likewise, while a female partner could allay 
the mother’s worry about the daughter’s future, her status in the family is not equivalent to that
 of a sibling’s heterosexual spouse. Whether close or not, daughters show a strong sense of 
obligation towards the mother, especially among the less well-to-do, and the concept of 'care' is 


















愛情、機能、価値観、規範）（Roberts et al. 1991）や、関わり・関係性（情緒的・日常的・
金銭的支援、ストレス・対立・アンビバレンス、依存・支配、愛着等）の様々な側面がと
らえられてきた（Pillemer & Suitor 2002; Lin et al. 2003; Schwarz 2006; 水野−島谷 2002）。質





じる根底には、ジェンダー権力構造があると指摘されている（Willson et al. 2003）。アジア






































































つてによって、スノーボール式で協力者を集めた（表 1 の※は例外）。 




香港においては、2014 年夏から 2015 年秋の間に 6 組、日本（東京）では、2015 年 1、2




的な距離 (Physical closeness)の経験と考え、b 一緒に行動する・一緒にいることについての




表 1 本研究で実施したフォーカス・グループ・ディスカッションの一覧 
フィールド 
実施時期 
香港 2014 年 8 月〜2015 年 11 月 日本 2015 年 1 月〜2 月 2017 年 2 月〜3 月※ 
異性愛娘 ・28〜39 歳（5 名） 
・40〜50 歳(5 名) 
・28〜41 歳（4 名） 
・40〜50 歳（5 名） 
・大卒以上・有配偶 ※ 
・高卒／専門学校卒・有配偶 ※ 
非異性愛娘 ・28〜39 歳（5 名） 
・40 歳以上(5 名) 
・28〜41 歳（5 名）＊ 
・35〜46 歳（4 名）＊ 
異性愛娘の
母 


















 香港：異性愛娘 4 名、非異性愛娘 4 名、異性愛娘の母 4 名、非異性愛娘の母 5 名  
 日本：異性愛娘 4 名、非異性愛娘 5 名、異性愛娘の母 4 名、非異性愛娘の母 0 名 
 インタビューではＦＧＤでの各自の発言を抜粋した上で、さらに深める質問をした。グ
ループのディスカッションではとらえることのできなかったそれぞれの状況や気持ちを詳














































本研究を締めくくるにあたり、2018 年 11 月に社会学的な視点から親密性を研究してい
る Stevi Jackson 氏 （ヨーク大学教授）、香港の研究協力者 Lucetta Kam 氏と Day Wong 氏
（Hong Kong Baptist University）を招聘し、国際シンポジウムを開催した。Jackson 氏は基
調講演 “Heteronormativity and Practices of Mother-daughter Intimacy in Hong Kong and Britain: 
Evaluating Change, Continuity and Variation in Personal Life” （香港と英国における、ヘテロ
ノーマティヴィティと母娘の親密性の実践：私生活における変化、継続性、バリエーショ
ンを評価する）を行い、Wong 氏 と Kam 氏は、本研究における香港での聴き取り調査に
基づき “Identification and Dis-identification between Mothers and Daughters in Hong Kong”（香
港の母娘関係における同一視と非同一視）を報告した。釜野が日本の聴き取り調査に基づ
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